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「
第
49
回
島
内
一周
駅
伝
競
走
大
会
」
が
11
月
23
日
、
役
場
前
を
発
着
点
と
し
て

県
道
を
反
時
計
回
り
に
走
る
15
区
間
（
33・17
キ
ロ
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、

全
10
体
協
11
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
次
々
と
首
位
が
入
れ
変
わ
る
激
戦
の
末
、
Ａ

ク
ラ
ス
は
、
赤
連
池
治
A
が
２
時
間
２
分
24
秒
の
記
録
で
２
年
ぶ
り
11
回
目
の
優

勝
。
Ｂ
ク
ラ
ス
は
、
昨
年
の
タ
イ
ム
を
３
分
10
秒
短
縮
し
た
荒
木
が
優
勝
し
た
。
集

落
の
威
信
と
己
の
誇
り
を
懸
け
力
走
す
る
選
手
の
応
援
に
、
沿
道
に
は
大
勢
の
観
客

が
詰
め
か
け
、
盛
ん
に
声
援
を
送
って
い
た
。

【
序
盤
＝
１
区
～
５
区
】

　

緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
午
後
一時
に

号
砲
が
鳴
り
響
き
、
各
体
協
か
ら
選
ば

れ
た
小
学
生
女
子
が一斉
に
出
走
。
島
内

一周
駅
伝
競
走
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
熱

戦
の
火
ぶ
た
が
切
って
落
と
さ
れ
た
。

　

１
区
、
堀
之
内
杏
優
が
勢
い
よ
く
出

走
し
、
荒
木
が
好
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

　

２
区
、
各
集
落
の
精
鋭
が
ひ
し
め
く

混
戦
の
な
か
、
与
謝
野
充
寿
の
力
走
で

荒
木
が
首
位
を
死
守
。
後
続
で
は
東
龍

之
介
が
圧
巻
の
９
人
抜
き
で
中
央
が
11

位
か
ら一気
に
２
位
に
浮
上
す
る
。

　

３
区
、
依
然
、
荒
木
が
首
位
を
走
る
。

後
続
で
は
、
嘉
手
浦
が
前
を
行
く
中
央

を
抜
き
２
位
に
浮
上
す
る
。

　

４
区
、
赤
連
池
治
A
・
八
木
敏
文
が

５
人
抜
き
の
激
走
で
６
位
か
ら一
気
に
首

位
に
踊
り
で
る
。
後
続
で
は
中
里
連
合

の
大
山
静
也
が
５
位
か
ら
３
人
抜
き
の

快
走
を
み
せ
２
位
へ
。

　

５
区
、
ト
ッ
プ
で
襷
を
も
ら
っ
た
赤
連

池
治
A
は
そ
の
ま
ま
首
位
を
キ
ー
プ
。

２
位
の
嘉
手
浦
・
上
園
田
ゆ
き
乃
は
ト
ッ

プ
と
の
差
を
詰
め
11
秒
差
で
６
区
に
襷

を
託
す
。

【
中
盤
＝
６
区
～
10
区
】

　

６
区
は
、
各
体
協
の
エ
ー
ス
ク
ラ
ス
が

競
う
最
長
区
間
。
生
島
常
智
の
力
走
で
、

虎
視
眈
々
と
先
頭
を
狙
って
い
た
嘉
手
浦

が
初
め
て
ト
ッ
プ
に
立
つ
。
後
続
も
順
位

が
入
れ
替
わ
り
、
中
里
連
合
が
再
び
2

位
に
浮
上
し
首
位
を
追
う
。

　

７・８
区
、
嘉
手
浦
は
そ
の
ま
ま
首
位

を
堅
守
。
同
区
間
で
２
位
を
走
る
の
は

中
里
連
合
、
３
位
は
赤
連
池
治
A
。

　

９
区
、
依
然
、
嘉
手
浦
が
首
位
を
キ
ー

プ
す
る
が
、
V
奪
還
を
狙
う
赤
連
池
治

A
が
じ
り
じ
り
と
追
い
上
げ
２
位
に
浮

上
し
、
首
位
・
嘉
手
浦
を
追
う
。

　

10
区
、
赤
連
池
治
A
・
岩
川
剣
武
が

区
間
賞
の
走
り
で
52
秒
あ
っ
た
差
を
35

秒
ま
で
詰
め
る
。
今
年
も
、
集
落
の
威

信
と
誇
り
を
か
け
た
激
し
い
レ
ー
ス
展
開

と
な
り
、
い
よ
い
よ
終
盤
戦
へ
。

【
終
盤
11
＝
区
～
15
区
】

　

11
区
、
嘉
手
浦
・
富
田
健
太
が
約
１

㌔
続
く
上
り
坂
を
感
じ
さ
せ
な
い
軽
や

か
な
走
り
で
、
再
び
2
位
を
走
る
赤
連

池
治
A
へ
の
リ
ー
ド
を
広
げ
、
１
分
55

秒
差
で
12
区
へ
。

　

12
区
、
赤
連
池
治
A
・
岩
川
武
蔵
は

約
２
分
あ
っ
た
首
位
嘉
手
浦
と
差
を
詰

め
寄
る
と一
気
に
抜
き
去
り
、
さ
ら
に
１

分
以
上
の
差
を
つ
け
る
激
走
で
再
び
赤

連
池
治
A
が
首
位
に
。

　

13
区
、赤
連
池
治
Ａ・小
谷
か
お
り
は
、

区
間
新
ま
で
１
秒
と
迫
る
力
走
で
さ
ら

に
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。
後
続
で
は
３
位

を
走
って
い
た
湾
体
協
・
美
代
奈
津
実
が

前
を
行
く
嘉
手
浦
を
抜
き
２
位
へ
。

　

14
区
、
独
走
状
態
と
な
っ
た
赤
連
池

治
Ａ
は
先
頭
を
ひ
た
走
る
。
後
続
で
は
、

3
位
を
走
る
嘉
手
浦
・
稲
森
優
太
が
区

間
賞
の
走
り
で
湾
体
協
に
猛
追
し
、
そ

の
差
を
８
秒
と
す
る
。
い
よ
い
よ
戦
い
は

雌
雄
を
決
す
る
最
終
区
へ
。

　

15
区
、
赤
連
池
治
A
・
山
口
芳
弘
は
、

15
人
分
の
汗
が
染
み
込
ん
だ
襷
を
胸
に
、

そ
の
ま
ま
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
み
、

念
願
の
V
奪
還
を
果
た
し
た
。２
位
は
、

詰
め
寄
る
嘉
手
浦
か
ら
逃
げ
切
っ
た
湾

が
首
位
か
ら
１
分
51
秒
差
で
ゴ
ー
ル
。
３

位
は
、
ト
ッ
プ
か
ら
２
分
41
秒
差
で
嘉
手

浦
。
４
位
以
降
は
４
頁
参
照
。

　

赤
連
池
治
の
生
島
大
輔
監
督
は
「
練

習
で
は
、
全
選
手
が
き
つい
練
習
メ
ニュ
ー

に
耐
え
、
当
日
も
選
手
皆
が
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
た
。
特
に
後
半
、
岩
川
選
手

が
猛
烈
な
追
い
上
げ
で
首
位
に
押
し
上

げ
、
続
く
小
谷
選
手
が
区
間
記
録
に
近

い
激
走
で
リ
ー
ド
を
広
げ
て
く
れ
た
こ
と

な
ど
が
勝
利
に
繋
が
っ
た
」
と
満
面
の
笑

み
で
語
っ
た
。　
　
【
文
章
中
は
敬
称
略
】

　Aブロックは赤連池治AがV奪還！
　Ｂブロックは荒木が優勝！

第４９回島内一周駅伝競走大会

2



約
２
分
あ
っ
た
首
位
嘉
手
浦
と
差
を
詰

め
寄
る
と一
気
に
抜
き
去
り
、
さ
ら
に
１

分
以
上
の
差
を
つ
け
る
激
走
で
再
び
赤

連
池
治
A
が
首
位
に
。

　

13
区
、赤
連
池
治
Ａ・小
谷
か
お
り
は
、

区
間
新
ま
で
１
秒
と
迫
る
力
走
で
さ
ら

に
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。
後
続
で
は
３
位

を
走
って
い
た
湾
体
協
・
美
代
奈
津
実
が

前
を
行
く
嘉
手
浦
を
抜
き
２
位
へ
。

　

14
区
、
独
走
状
態
と
な
っ
た
赤
連
池

治
Ａ
は
先
頭
を
ひ
た
走
る
。
後
続
で
は
、

3
位
を
走
る
嘉
手
浦
・
稲
森
優
太
が
区

間
賞
の
走
り
で
湾
体
協
に
猛
追
し
、
そ

の
差
を
８
秒
と
す
る
。
い
よ
い
よ
戦
い
は

雌
雄
を
決
す
る
最
終
区
へ
。

　

15
区
、
赤
連
池
治
A
・
山
口
芳
弘
は
、

15
人
分
の
汗
が
染
み
込
ん
だ
襷
を
胸
に
、

そ
の
ま
ま
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
み
、

念
願
の
V
奪
還
を
果
た
し
た
。２
位
は
、

詰
め
寄
る
嘉
手
浦
か
ら
逃
げ
切
っ
た
湾

が
首
位
か
ら
１
分
51
秒
差
で
ゴ
ー
ル
。
３

位
は
、
ト
ッ
プ
か
ら
２
分
41
秒
差
で
嘉
手

浦
。
４
位
以
降
は
４
頁
参
照
。

　

赤
連
池
治
の
生
島
大
輔
監
督
は
「
練

習
で
は
、
全
選
手
が
き
つい
練
習
メ
ニュ
ー

に
耐
え
、
当
日
も
選
手
皆
が
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
た
。
特
に
後
半
、
岩
川
選
手

が
猛
烈
な
追
い
上
げ
で
首
位
に
押
し
上

げ
、
続
く
小
谷
選
手
が
区
間
記
録
に
近

い
激
走
で
リ
ー
ド
を
広
げ
て
く
れ
た
こ
と

な
ど
が
勝
利
に
繋
が
っ
た
」
と
満
面
の
笑

み
で
語
っ
た
。　
　
【
文
章
中
は
敬
称
略
】

 各中継所順位
１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区 １５区 
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赤連池治A 

湾体協 

嘉手浦 

中里連合 

志佐 

荒木 

中央 

早町 

小野津 

赤連池治B 

阿伝 

１区　小学女子　1.20km（町体育館前バス停）
１位 堀之内杏優 荒木    ４分 14 秒
２位 吉沢　葉月 湾体協    ４分 22 秒
３位 大山　花菜 早町    ４分 27 秒

２区　中学男子　2.83km（荒木バス停前）
１位 東　龍之介 中央    ９分 32 秒
２位 与謝野充寿 荒木    ９分 47 秒
３位 西　　真生 志佐  9 分 50 秒

３区　高校女子　1.70km（手久津久集落）
１位 梶原　奈々 中里連合     ６分 51 秒
２位 田辺恵里香 嘉手浦    ６分 52 秒
３位 樋口　　葵 志佐    ６分 56 秒

４区　40 才以上男子　1.78km（上嘉鉄地区センター前） 
１位 八木　敏文 赤連池治 A    ６分 24 秒
２位 藤原　輝行 早町        ６分 47 秒
３位 大山　静也  中里連合    ６分 49 秒

５区　中学女子　1.59km（先山集落）
１位 上園田ゆき乃 嘉手浦        ５分 43 秒
２位  清水菜々美 赤連池治 A    ５分 47 秒
３位 本中　美鈴 中里連合    6 分 01 秒

 ６区　一般男子　3.78km（阿伝田中商店前）     
１位 西木場真一 湾体協 13 分 14 秒
２位 生島　常智 嘉手浦  13 分 47 秒
３位 正木　勇太 中里連合  13 分 57 秒

７区　中学男子　2.00km（嘉鈍集落）             
１位 岡本　　優  荒木      ７分 02 秒
２位 大山　魁斗 志佐    ７分 11 秒
３位 築　　健太 中里連合    ７分 14 秒

８区　高校男子　2.19km（早町郵便局前）         
１位 中園　竜矢 湾体協    ７分 21 秒
２位 久保　謙太 赤連池治 A    ７分 45 秒
３位 平　　哲郎 小野津    ７分 52 秒

９区　中学男子　2.70km（三原～佐手久線入口前） 
１位 櫻井　　海 小野津      ９分 21 秒
２位 久保　龍助 荒木    ９分 42 秒
３位 竹下　耕大 志佐    ９分 51 秒

10 区　小学男子　1.40km（志戸桶前田商店前）     
１位 岩川　剣武 赤連池治 A    5 分 08 秒
〃 横山　一斗 湾体協    ５分 08 秒

３位 喜島　健太 嘉手浦    ５分 25 秒
11 区　一般男子　3.00km（前金久旧公民館前）   
１位 富田　健太  嘉手浦  10 分 30 秒
２位 松山　史知 早町  11 分 24 秒
３位 川畑慎太郎 湾体協  11 分 32 秒
〃 惠　　勇斗 中里連合  11 分 32 秒

12 区　高校男子　3.56km（伊砂大成無線前）       
１位 岩川　武蔵 赤連池治 A  11 分 30 秒
２位 重野　侑頌 湾体協  12 分 29 秒
３位 久保　春平  荒木  12 分 54 秒

13 区　一般女子　1.00km（旧坂嶺小西門前）       
１位 小谷かおり 赤連池治 A    ３分 24 秒
２位 美代奈津実 湾体協    3 分 31 秒
３位 豊原　周子 中央    3 分 45 秒

14 区　30 才以上男子　2.80km（高校正門前）
１位 稲森　優太 嘉手浦  9 分 49 秒
２位 積山　寿久 中央  10 分 06 秒
３位 野間　弘也 中里連合  10 分 10 秒

15 区　45 才以上男子　1.64km
１位 遠藤　浩文 志佐    ６分 02 秒
２位 山口　芳弘 赤連池治 A    ６分 03 秒
３位 前底　浩千  湾体協    ６分 16 秒

（　）内は各中継地点
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【Ｂクラスの部】
優　勝   荒木 ２時間 09 分 20 秒  

【Ａクラス】湾体協，赤連池治Ａ，志佐，嘉手浦，
中里連合

【Ｂクラス】中央，荒木，早町，赤連池治B，小野津，
阿伝

【総合の部】
優勝   赤連池治 A    ２時間 02 分 24 秒  
２位   湾体協 ２時間 04 分 15 秒  
３位   嘉手浦      ２時間 05 分 05 秒  
４位   中里連合     ２時間 06 分 10 秒  
５位   志佐         ２時間 07 分 32 秒  
６位   荒木     ２時間 09 分 20 秒  
７位   中央   ２時間 09 分 39 秒  
８位   早町         ２時間 11 分 35 秒  
９位   小野津         ２時間 15 分 50 秒  
10 位   赤連池治 B      ２時間 20 分 36 秒  
11 位   阿　伝         ２時間 23 分 05 秒  

大会成績（平成 15 年～）
H15 38 回 湾Ｂ      1 時間 56 分 59 秒    
H16 39 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 55 分 54 秒    
H17 40 回 湾 B       1 時間 55 分 30 秒    
H18 41 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58 分 52 秒    
H19 42 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58 分 53 秒    
H20 43 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 59 分 58 秒    
H21 44 回 赤連池治  2 時間 01 分 29 秒    
H22 45 回 赤連池治  2 時間 01 分 17 秒    
H23 46 回 赤連池治 A 2 時間 01 分 53 秒    
H24 47 回 赤連池治 A 2 時間 01 分 10 秒    
H25 48 回 湾体協 2 時間 06 分 03 秒
H26 49 回 赤連池治 A 2 時間 02 分 24 秒

平成元年以降の優勝回数
赤連池治 嘉手浦 中里連合 湾 早町
11 回 ６回 ４回 ３回 ２回

＊赤連池治に湾 B，湾に湾Ａ，中里連合に湾Ｃ，
嘉手浦に上嘉鉄の優勝を含む

スタート直前 ! 緊張の瞬間
選手宣誓を行った早町体
協大山巽也さん

赤連体協が V 奪還！！　閉会式終了後に役場コミュニティホールにて記念撮影
4



15 区・声援を背に走る

10 区・ラストスパートだ！

7 区中学生から 8 区高校生へ ８区・レースは中盤戦へ
14 区から 15 区へ・レースは
終盤、いよいよアンカーへ

14 区・最後の力を振り絞る
６区・エース区間を激走する
湾　西木場さん ６区・トップに浮上嘉手浦

「頼むぞ！」小野津・兄弟リレー これから 11 区山登りへ 3 区・荒木がトップで繋ぐ 5 区・トップで襷を繋ぐ赤連池治

9 区中学生から 10 区小学生へ 10 区へ笑顔で出走！ ２区・圧巻９人抜き
中央・東くんの快走 3 区・前を追う中里連合

９区・トップに迫る赤連池治 9 区・トップで襷をつなぐ嘉手浦
１区・荒木がトップで好
スタートを切る 1 区・湾も２位で前を追う

5　Kikai Public Relations 2014.12



故
長
島
公
佑
氏
が
寄
贈
し
た

図
書
館
が
開
館
30
周
年
を
迎
え
る

奄
美
海
運
は
11
月
13
日
、
三
菱
重
工
業

㈱
下
関
造
船
所
（
山
口
県
下
関
市
）

で
新
造
船
『
フ
ェ
リ
ー
き
か
い
』
の
進
水

式
を
行
っ
た
。
就
航
は
来
年
の
3
月
を
予

定
し
て
い
る
。

　

同
船
の
総
ト
ン
数
は
約
２
５
０
０
㌧
。

全
長
は
約
１
０
２
㍍
、
幅
は
17
・
８
㍍
。

旅
客
定
員
は
１
６
９
人
、
貨
物
積
載
容
積

は
１
２
０
０
㎥
（
コ
ン
テ
ナ
約
60
個
分
）。

航
海
速
力
は
、
現
在
の
17
～
18
ノ
ッ
ト
よ

町
民
待
望
の
新
造
船
！

　

～
フ
ェ
リ
ー
き
か
い
進
水
式
～

り
速
い
約
19
・
７
ノ
ッ
ト
で
、
離
島
間
を

結
ぶ
時
間
も
短
縮
さ
れ
る
予
定
。
船
内
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

施
設
を
備
え
、
個
室
９
部
屋
を
配
置
。
さ

ら
に
、授
乳
室
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、ペ
ッ

喜
界
町
図
書
館
開
館
30
周
年
記
念『
長

島
公
佑
頌
徳
碑
除
幕
式
・
記
念
式

典
・
記
念
講
演
』
が
11
月
16
日
、
同
館
で

開
催
さ
れ
た
。
昭
和
60
年
4
月
に
開
館
し

た
同
館
は
、
長
島
商
事
株
式
会
社
（
鹿
児

島
市
）
の
創
始
者
・
故
長
島
公
佑
氏
（
羽

里
出
身
）
が
当
時
約
２
億
２
千
万
円
を
寄

付
し
建
設
さ
れ
た
。
開
館
し
て
か
ら
30
年

も
の
長
い
間
、
町
の
教
育
と
文
化
、
産
業

の
振
興
に
寄
与
し
、
多
く
の
町
民
の
読
書

意
欲
の
向
上
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

除
幕
式
で
は
、
長
島
和
實
社
長
（
長
島

商
事
㈱
）
や
川
島
健
勇
町
長
、
歴
代
の
図

書
館
長
な
ど
の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、

長
島
公
佑
頌
徳
碑
の
除
幕
や
献
花
が
行
わ

れ
た
。

　

式
で
川
島
町
長
は
「
長
島
氏
は
『
本
を

読
む
こ
と
で
視
野
の
広
い
豊
か
な
人
間
に

成
長
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
熱
い
思
い
を図書館前で碑の除幕が行われた

込
め
て
図
書
館
を
寄
贈
さ
れ
た
。
氏
の
ご

功
績
を
讃
え
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
は

町
民
に
夢
を
語
る
事
だ
と
考
え
碑
を
建
立

し
た
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

長
島
社
長
は
「
会
長
は
常
に
地
域
の
振

興
に
思
い
を
馳
せ
、
最
後
ま
で
人
、
物
、

仕
事
を
愛
し
て
止
ま
な
い
人
だ
っ
た
。
こ

の
図
書
館
が
さ
ら
に
愛
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

も
子
供
達
が
読
書
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
長
島
社
長
に
感
謝
状

及
び
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
積
山
泰
夫
教
育

長
は
「
こ
れ
ま
で
長
島
氏
や
長
島
商
事
に

は
多
大
な
ご
支
援
を
受
け
て
き
た
。
こ
の

優
れ
た
実
績
と
伝
統
を
誇
る
図
書
館
が
、

さ
ら
に
町
民
の
読
書
・
学
習
・
情
報
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
町
民
の
ふ
れ
あ
い
・
憩
い

の
場
と
し
て
町
民
と
と
も
に
歩
み
続
け
る

こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
奄
美
出
身
の
小
説
家

出
水
沢
藍
子
さ
ん
が
『
内
な
る
奄
美
を
見

つ
め
て
』
と
い
う
演
題
で
、
小
説
誕
生
ま

で
の
秘
話
や
戦
後
の
体
験
談
な
ど
を
語
っ

た
。

自身の体験談を熱く語る出水沢氏

多くの関係者が見守った【奄美海運提供写真】

ト
ル
ー
ム
な
ど
を

設
置
し
、
レ
ス
ト

ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
も

24
時
間
開
放
。
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
備

え
ら
れ
た
電
子
パ

ネ
ル
に
は
、
目
的

地
へ
の
到
着
時
間

の
案
内
な
ど
が
表

示
さ
れ
る
。

　

新
造
船
『
フ
ェ

リ
ー
き
か
い
』
は

本
船
で
３
代
目
と

な
る
。

町民待望のフェリーきかいが進水【奄美海運提供写真】
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元
国
士
舘
大
学
野
球
部
監
督
・
畑
俊
二

さ
ん
ら
一
行
が
11
月
8
日
に
来
島
し

た
。
一
行
は
喜
界
中
学
校
・
喜
界
高
校
野

球
部
に
野
球
指
導
を
行
い
、
高
校
野
球
部

に
は
硬
式
ボ
ー
ル
10
ダ
ー
ス
を
寄
贈
し
た
。

　

喜
界
の
子
供
達
に
つ
い
て
畑
さ
ん
は

「
人
の
話
を
聞
く
態
度
が
で
き
て
お
り
、

素
直
で
上
手
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
い
。
い
い
素
質
を
持
っ
て
い
る
の
で

目
標
を
高
く
も
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　

畑
さ
ん
は
、立
教
大
学
野
球
部
で
投
手
・

二
塁
手
と
し
て
活
躍
後
、
電
電
東
京
（
現

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）
に
入
社
。
チ
ー
ム
の
中

心
打
者
と
し
て
活
躍
し
、
都
市
対
抗
野
球

で
チ
ー
ム
を
ベ
ス
ト
4
に
導
い
た
。
現
役

引
退
後
は
、
国
士
舘
大
学
硬
式
野
球
部
監

督
に
就
任
。
東
都
大
学
野
球
で
チ
ー
ム
を

１
部
リ
ー
グ
昇
格
に
導
い
た
。
そ
の
後
、

四
国
学
院
大
学
の
監
督
と
し
て
四
国
大
学

野
球
リ
ー
グ
戦
6
連
覇
（
優
勝
10
回
）、

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
5
回
出

場
を
果
た
し
て
い
る
。

喜界高校野球部に目録を手渡す
畑さん（前列右から2 番目）

れ
た
。
決
勝

戦
で
勝
っ
た

と
き
に
は
実

感
が
湧
か
な

か
っ
た
が
、

優
勝
旗
を
手

に
し
た
と
き

に
喜
び
が
こ

み
上
げ
た
」

と
初
優
勝
を

噛
み
し
め
な

が
ら
話
し

た
。

初優勝した喜界中野球部

元
国
士
舘
大
学
野
球
部
監
督
の
畑
俊
二

さ
ん
ら
が
島
の
子
供
達
を
野
球
指
導

喜
界
中
野
球
部
が

　

市
新
人
戦
で
初
優
勝
を
飾
る
！

鹿
児
島
喜
界
会
（
恵
藤
和
教
会
長
）

は
10
月
26
日
、
県
婦
人
会
館
（
鹿

児
島
市
）に
お
い
て
敬
老
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
昭
和
30
年
に
第
１
回
を
開
催
し

て
か
ら
60
回
目
の
節
目
。

　

会
で
は
、
恵
藤
会
長
（
中
里
出
身
）
が

「
で
き
る
だ
け
島
に
帰
っ
て
鋭
気
を
養
い
、

１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
青
春
と
い
う
気
持

ち
を
持
と
う
」
と
挨
拶
。
今
年
70
歳
を
迎

え
た
25
人
を
代
表
し
て
森
光
昭
さ
ん
（
中

間
出
身
）
は
「
気
持
ち
は
若
く
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
ろ
う
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

今
回
は
第
60
回
記
念
と
し
て
、
富
田
か

つ
み
さ
ん
や
吉
野
光
さ
ん
を
招
待
し
、
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
そ
の
後
は
、
敬
老
音

頭
や
八
月
踊
り
を
全
員
で
踊
り
、
六
調
で

会
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
最

後
の
抽
選
会
で
は
、
賞
品
が
当
た
っ
た
敬

老
者
ら
が
喜
ぶ
姿
が
み
ら
れ
た
。閉
会
後
、

参
加
者
ら
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
来
年

の
再
会
を
誓
っ
た
。【
報
告　

鹿
児
島
喜

界
会
事
務
局
長 

作
井
博
さ
ん
】

西
目
集
落
（
上
村
雅
文
区
長
）
と
蒲

生
集
落
（
東
崎
正
人
区
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
宝
く
じ
の
収
益
金
で
運
営
さ
れ

る
「
宝
く
じ
助
成
金
事
業
」
を
利
用
し
、

机
や
椅
子
な
ど
の
備
品
を
購
入
し
た
。
今

後
、
こ
の
備
品
は
各
集
落
の
運
営
、
行
事

の
開
催
な
ど
に
有
効
利
用
さ
れ
る
。

今
回
購
入
さ
れ
た
備
品

西
目
（
ヨ
ド
物
置
・
会
議
テ
ー
ブ
ル
・
会

議
イ
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
一
式
・
冷
蔵
庫
・
テ

レ
ビ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
放
送
機
器

一
式
・
エ
ア
コ
ン
・
動
力
噴
霧
器　

総
額

２
５
０
万
円
）

蒲
生
（
ス
レ
ン
ダ
ー
ツ
イ
ン
カ
ー
ブ
・
ク

リ
ア
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
バ
ッ
ク
・
３
男
ス

ラ
イ
ド
８
ポ
ー
ル
セ
ッ
ト
・
フ
ィ
ン
ガ
ー

ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ラ
ハ
ン
ド
・
脚
折
畳
テ
ー

ブ
ル
・
折
畳
イ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
複
合
機
・
液
晶
テ
レ
ビ
・

オ
ー
ト
扇
な
ど
総
額
２
１
０
万
円
）

２
集
落
で
有
効
利
用

　

～
宝
く
じ
助
成
金
で
備
品
購
入
～

鹿
児
島
喜
界
会
第
60
回
記
念
敬
老

会
を
盛
大
に
開
催

島外在住のしまっちゅが会を
盛り上げる

西目（下）・蒲生（上）集落の購入備品

奄
美
市
中
体
連
が
主
催
す
る
奄
美
市

中
学
校
軟
式
野
球
新
人
大
会
が
11

月
１
・
２
日
の
２
日
間
、
同
市
内
の
各
会

場
で
行
わ
れ
た
。
本
町
か
ら
は
喜
界
中
学

校
野
球
部
が
出
場
し
、
見
事
初
優
勝
を

飾
っ
た
。

　

喜
界
中
は
初
日
か
ら
順
調
に
勝
ち
進

み
、
決
勝
は
古
仁
屋
中
と
の
対
戦
と
な
っ

た
。
喜
界
中
は
１
回
裏
の
攻
撃
で
い
き
な

り
２
点
を
先
制
す
る
が
、
６
回
表
の
古
仁

屋
中
の
攻
撃
で
２
点
を
奪
わ
れ
、
試
合
は

振
り
出
し
に
。
続
く
６
回
裏
、
喜
界
中
は

気
迫
で
１
点
を
も
ぎ
と
り
勝
ち
越
す
と
、

そ
の
後
の
古
仁
屋
中
の
攻
撃
を
き
っ
ち
り

抑
え
、
念
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

竹
下
耕
大
主
将
は
「
今
ま
で
は
エ
ラ
ー

で
負
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
投
手
も
よ
く
抑
え
て
く
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奄
美
開
催
の
県
民
体
育
大
会
で

　
　

龍
田
優
斗
く
ん
が
2
位
入
賞

町
相
撲
連
盟
（
外
内
千
里
会
長
）
が
主

催
す
る
「
第
17
回
喜
界
町
わ
ん
ぱ
く

相
撲
大
会
」
が
11
月
９
日
、
喜
界
町
相
撲

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

同
大
会
に
は
、
各
集
落
か
ら
団
体
戦
に

14
チ
ー
ム
、
個
人
戦
に
約
１
４
１
人
（
う
ち

女
子
26
人
）の
ち
びっこ
相
撲
取
り
が
参
加
。

会
場
で
は
、
子
供
た
ち
の
愛
ら
し
い
取
り
組

み
に
歓
声
を
送
る
保
護
者
ら
の
姿
が
多
く
み

ら
れ
た
。

　
６
年
生
個
人
の
部
で
優
勝
し
た
岩
川
く
ん白熱した取り組みが行われた６年生個人戦決勝戦

ち
び
っ
こ
力
士
に
熱
い
声
援

　
　
　
　
　

～
わ
ん
ぱ
く
相
撲
～

は「
作
戦
通
り
の
取
り
組
み
が
で
き
た
。
狙
っ

て
い
た
け
ど
本
当
に
優
勝
で
き
て
良
かっ
た
」

と
満
面
の
笑
み
で
語
った
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り

●
団
体
戦

優
勝 

赤
連
Ａ
（
辻
﨑 

智
大
・
盛
崎 

仁
・

岩
川 

剣
武
・
準
優
勝 

志
佐
Ａ 

（
浜
岡 

獅

童
・
大
喜 

弘
奈
・
浜
岡 

玲
王
）・
3
位 

荒

木
Ａ
（ 

勇 

美
玲
・ 

登 

祐
輔
・
益
田 

咲
真
）

【
先
鋒
・
中
堅
・
大
将
の
順
】

●
個
人
戦

▽
未
就
学
児
の
部 

優
勝 

横
山 

美
星（
湾
）・

準
優
勝 

保
科 

海
大
（
阿
伝
）・
3
位 

德
田 

涼
（
湾
）　

▽
小
学
１
年
生
の
部 

優
勝 

孝

志 
瑛
太
（
志
佐
）・
準
優
勝 

岩
崎 

康
生

（
荒
木
）・
３
位 

山
本 

虎
士
朗
（
志
佐
）　

▽
小
学
２
年
生
の
部 

優
勝 

勇 

智
一
（
荒

木
）・
準
優
勝 
界 
翔
希
郎
（
中
里
）・
３

位 

大
喜 

潤
奈
（
志
佐
）　

▽
小
学
３
年
生

の
部 

優
勝 

辻
﨑 

大
成
（
赤
連
）・
準
優
勝 

住
友 

晴
城
（
赤
連
）・
３
位 
清
沢 

力
斗
（
赤

連
）　

▽
小
学
４
年
生
の
部 
優
勝 
勇 

美
玲

（
荒
木
）・
準
優
勝 

三
幸 

大
将
（
中
里
）・

３
位 

辻
﨑 

智
大
（
赤
連
）　

▽
小
学
５
年

生
の
部 

優
勝 

盛
崎 

仁
（
赤
連
）・
準
優
勝 

大
喜 

弘
奈
（
志
佐
）・
３
位 

登 

祐
輔
（
荒

木
）　

▽
小
学
６
年
生
の
部 

優
勝 

岩
川 

剣

武
（
赤
連
）・
準
優
勝 

櫻
井 

心
（
小
野
津
）・

3
位 

武
藤 

佑
弥
（
中
里
）

●
三
賞

▽
殊
勲
賞 

孝
志 

煌
太
（
志
佐
）　
▽
敢
闘

賞 

文
園 

は
な　
▽
技
能
賞 

三
幸 

大
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

県
体
育
協
会
な
ど
が
主
催
す
る
第
68

回
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

が
11
月
16
日
、
名
瀬
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ
た
。
奄
美
で
の
開
催
は
平

成
15
年
以
来
11
年
ぶ
り
。

　

同
大
会
に
は
県
内
の
12
地
区
の
精
鋭
が

36
種
目
で
競
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

本
町
か
ら
は
大
島
地
区
代
表
に
選
ば
れ
た

４
選
手
が
走
り
幅
跳
び
や
砲
丸
投
げ
な
ど

の
種
目
に
出
場
し
た
。

　

男
子
少
年
１
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
た
龍

田
優
斗
く
ん
（
鹿
児
島
商
業
・
湾
出
身
）

は
、
自
身
の
ベ
ス
ト
記
録
を
更
新
す
る
４

分
５
秒
０
で
2
位
に
入
り
表
彰
台
に
上
っ

た
。他
の
３
選
手
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

共
通
１
１
０
ｍ
Ｈ 

７
位 

南
幸
生
く
ん

共
通
４
×
１
０
０
Ｒ
第
３
走  

6
位　
　

〃　

少
年
走
幅
跳　
　

 

８
位 

吉
留
賢
吾
く
ん

30
歳
代
砲
丸
投　

 

４
位 

野
間
之
弘
さ
ん

ラスト一周第４コーナーまでもつれ込んだレース
（龍田くんは右から２番目）【南海日日新聞提供】

Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
２
０
１
４
に
出
場
す
る
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
の
最
終
選
考
会
が
福
岡
市
内
の
会
場
で

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
ガ
ッ
ツ
喜
界
に
所
属

す
る
加
島
優
太
く
ん
（
喜
界
小
6
年
・
湾
）

が
18
人
の
狭
き
門
を
突
破
し
た
。
選
考
会

に
は
九
州
な
ど
で
活
躍
す
る
小
学
生
約

３
５
０
人
が
集
ま
り
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や

遠
投
な
ど
の
試
技
を
行
っ
た
。
県
内
か
ら

は
加
島
く
ん
一
人
。

　

加
島
く
ん
に
つ
い
て
池
田
親
興
監
督

（
元
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
投
手
）
は

「
体
が
大
き
く
て
お
も
し
ろ
い
。
喜
界
島

か
ら
や
っ
て
来
る
心
意
気
も
い
い
（
西
日

本
ス
ポ
ー
ツ
誌
面
よ
り
）」
と
絶
賛
し
た
。

　

加
島
く
ん
は
、
今
月
28
・
29
日
に
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
（
福
岡
市
）
で
行
わ
れ
る
同

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
投
手
と
し
て
出
場
す
る

予
定
。

メンバーと一緒に写真撮影する加島くん
（後列一番右）

加
島
く
ん
が
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
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東
京
都
在
住
の
喜
界
島
出
身
者
を
中

心
に
組
織
す
る
野
球
チ
ー
ム
・
Ｄ

Ｉ
Ｋ
（
ド
リ
ー
ム
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
カ
イ
・

原
田
尚
樹
監
督
）が
今
年
開
催
さ
れ
た『
奄

美
す
っ
と
ご
れ
リ
ー
グ
』
の
年
間
総
当
た

り
戦
で
６
勝
２
分
け
の
成
績
を
残
し
、
念

願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
『
奄
美
す
っ
と
ご
れ
リ
ー
グ
』
は
東
京

瀬
戸
内
会
青
年
部
の
呼
び
か
け
で
平
成
４

年
に
発
足
。『
シ
マ
と
東
京
を
野
球
で
結

ぶ
』
を
合
い
言
葉
に
、
東
京
都
を
中
心
に

活
動
し
て
お
り
、
奄
美
市
名
瀬
・
与
論
島
・

喜
界
島
な
ど
の
遠
征
交
流
試
合
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。
同
リ
ー
グ
に
は
奄
美
群
島

の
出
身
者
を
中
心
に
奄
美
６
チ
ー
ム
・
徳

之
島
・
沖
永
良
部
・
喜
界
各
１
チ
ー
ム
の

計
９
チ
ー
ム
が
所
属
し
て
い
る
。【
報
告
・

写
真
提
供　

宮
元
大
輔
さ
ん
】

初優勝したＤＩＫのメンバーら

喜
界
町
糖
業
振
興
会
（
川
島
健
勇
会

長
・
町
長
）
な
ど
が
主
催
す
る
平

成
26
年
度
喜
界
町
さ
と
う
き
び
生
産
振
興

大
会
が
12
月
２
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

川
島
会
長
は
挨
拶
で
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

つ
く
り
な
が
ら
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
に

も
園
芸
や
畜
産
な
ど
の
兼
業
化
を
進
め
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
本
町
は
キ
ビ
共
済
加
入

率
が
低
い
の
で
ぜ
ひ
加
入
を
」
と
呼
び
か

け
た
。
講
演
で
は
、「
イ
ネ
ヨ
ト
ウ
の
発

生
状
況
と
防
除
」、「
緑
肥
を
栽
培
し
て
み

ま
せ
ん
か
」
を
演
題
と
し
て
、
県
大
島
支

庁
の
職
員
が
農
業
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
26
／
27
年
産
さ
と
う

き
び
操
業
計
画
に
つ
い
て
生
和
糖
業
株
式

会
社
・
平
田
勝
造
社
長
は
「
今
期
は
干
ば

つ
も
な
く
経
長
も
充
分
だ
っ
た
が
、
台
風

襲
来
の
影
響
に
よ
り
、
10
月
末
で
ブ
リ
ッ

ク
ス
が
12
・
48
と
例
年
に
比
べ
て
３
程
度

低
い
状
態
。
回
復
を
願
っ
て
１
月
５
日
か

ら
の
搬
入
を
予
定
し
て
い
る
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

あいさつをする川島会長

喜
界
島
チ
ー
ム
が
初
優
勝
！

　
　

～
奄
美
す
っ
と
ご
れ
リ
ー
グ
～

今
期
は
来
年
１
月
５
日
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
搬
入
受
入
予
定

役
場
産
業
振
興
課
な
ど
が
主
催
す
る

『
平
成
26
年
度
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
根
絶
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
』

の
最
優
秀
賞
表
彰
式
が
11
月
17
日
、
役
場

町
長
室
で
行
わ
れ
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
町
内
の
児
童
か
ら

ポ
ス
タ
ー
の
部
に
75
点
、
標
語
の
部
に

２
７
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
各
部
で
最
優

秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、
奨
励
賞
５
点

が
選
ば
れ
た
。
ポ
ス
タ
ー
の
部
の
最
優
秀

賞
に
は
、
堀
之
内
杏
優
さ
ん
（
喜
界
小
６

年
）、標
語
の
部
は
堀
之
内
翔
大
く
ん
（
同

小
３
年
）
が
選
ば
れ
、
姉
弟
で
の
受
賞
と

な
っ
た
。

　

作
品
を
作
っ
た
と
き
の
気
持
ち
に
つ
い

て
杏
優
さ
ん
は
「
喜
界
島
の
み
ん
な
で
協

力
し
て
ア
リ
モ
ド
キ
ゼ
ロ
の
島
を
作
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
、翔
大
く
ん
は
「
よ

ろ
こ
び
の
島
・
喜
界
島
を
守
る
た
め
に
島

の
イ
モ
を
守
っ
て
み
ん
な
で
喜
び
た
い
」

と
語
っ
た
。

【
標
語
の
部
・
最
優
秀
賞
作
品
】

　

ア
リ
モ
ド
キ
根
絶

　
　

み
ん
な
で
ま
も
ろ
う　

喜
び
の
島

自
衛
隊
特
殊
車
両
の
展
示
会
及
び
体

験
試
乗
会
が
11
月
15
日
、
湾
港
周

辺
と
旧
第
二
中
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ

た
。
会
場
で
は
、
高
機
動
車
な
ど
の
特
殊

車
両
数
台
と
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
試

乗
・
展
示
や
隊
員
ら
に
よ
る
音
楽
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　

演
奏
を
聴
い
た
山
口
心
美
ち
ゃ
ん
（
６

歳
・
湾
）
は
「
よ
う
か
い
体
操
の
曲
に
あ

わ
せ
て
隊
員
の
人
達
と
一
緒
に
踊
れ
て
楽

し
か
っ
た
。
演
奏
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い

た
の
で
、い
つ
か
私
も
演
奏
し
て
み
た
い
」

と
笑
顔
を
浮
か
べ
た
。

　

ま
た
、
訓
練
の
た
め
今
年
10
月
下
旬
か

ら
島
内
に
駐
留
し
て
い
る
自
衛
隊
員
ら
に

よ
っ
て
、
台
風
被
害
の
あ
っ
た
町
道
小
野

津
～
志
戸
桶
線
な
ど
数
カ
所
で
ゴ
ミ
の
撤

去
作
業
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
手
で
守
れ
!!
私
達
の
島

～
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
～

自
衛
隊
員
の
演
奏
に

　
　
　
　
　
　

子
供
た
ち
が
歓
喜アニメソング『ようかい体操』の曲に合わせ踊る園児ら

【ポスターの部・最優秀賞作品】
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や
果
物
を
お
供
え
し
先
祖
を
供
養
す
る
。

　

豊
年
祭
（
島
あ
そ
び
）

　

旧
暦
8
月
15
日
と
９
月
15
日
の
年
2
回

催
さ
れ
る
祭
り
。
両
日
と
も
、
午
後
か
ら

保
食
神
社
で
神
事
を
行
な
っ
た
あ
と
、
8

月
は
生
活
館
と
な
り
の
フ
ク
ン
ダ
広
場
、
9

月
は
保
食
神
社
で
、
八
月
踊
り
や
ゲ
ー
ム

等
を
し
て
集
落
民
の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

以
前
は
、
子
供
達
や
青
壮
年
に
よ
る
奉
納

相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
少
子
高

齢
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
は
奉
納

相
撲
を
行
って
い
な
い
。

　

敬
老
会

　

毎
年
「
敬
老
の
日
」
に
開
催
。
70
歳
以

上
の
敬
老
者
を
生
活
館
に
招
待
し
、
島
唄

や
踊
り
で
盛
大
に
長
寿
を
お
祝
い
す
る
。

●
観
光
名
所
な
ど

　

坂
嶺
保
食
神
社

　

南
側
の
崖
下
（
旧
坂
嶺
小
学
校
の
裏
側
）

に
あ
る
こ
の
神
社
の
神
殿
は
、
夫
婦
岩
と

神
殿
を
結
ぶ
三
角
形
の
頂
点
に
位
置
し
、

こ
の
あ
た
り
で
は
自
然
と
神
域
を
感
じ
さ

せ
る
。
神
殿
の
隣
に
は
太
平
洋
戦
争
戦
没

者
の
招
魂
碑
が
昭
和
35
年
に
建
立
さ
れ
、

毎
年
、
9
月
の
豊
年
祭
の
日
に
慰
霊
祭
を

執
り
行
って
い
る
。

　

た
め
池

　

昔
か
ら
水
系
に
恵
ま
れ
て
い
た
同
集
落

は
、
集
落
民
自
ら
の
手
で
た
め
池
を
整
備

し
た
。
以
前
、
水
田
が
あ
っ
た
と
き
に
は
田

に
水
を
引
い
て
米
作
り
に
利
用
し
て
い
た
。

現
在
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
畑
地
か

ん
が
い
用
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

第
17
回 

坂
嶺
・
伊
砂
集
落

坂
嶺
集
落

●
概
要

　

人
口
１
２
４
人
、
世
帯
数
72
世
帯(

平

成
26
年
10
月
末
日
現
在
）。
集
落
は
１
号

か
ら
４
号
で
編
成
。
島
の
西
側
に
位
置
す

る
同
集
落
は
、
昔
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
、

以
前
は
豊
富
な
水
量
を
生
か
し
た
米
作
り

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
町
の
基
幹
作

物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が
主
と
な
って
い
る
。

ま
た
、
昭
和
44
年
の
集
落
内
道
路
拡
張
工

事
で
は
集
落
の
青
壮
年
団
が
主
体
と
な
って

進
め
、
全
世
帯
が
奉
仕
作
業
に
参
加
し
た
。

そ
の
た
め
、
各
世
帯
か
ら
負
担
金
を
徴
収

す
る
こ
と
も
な
く
、
拡
幅
に
伴
う
用
地
も

町
に
無
償
提
供
し
た
。

●
集
落
性

　

集
落
民
は
温
厚
で
誠
実
・
勤
勉
な
人
が

多
く
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛

で
、
集
落
美
化
作
業
や
青
壮
年
奉
仕
活
動

（
年
２
回
）
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

●
集
落
行
事

　

六
月
燈

　

旧
暦
６
月
15
日
、
保
食
神
社
に
集
落
民

が
集
い
祭
事
や
八
月
踊
り
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
手
製
の
提
灯
を
作
って
献

灯
し
て
い
る
。

　

シ
バ
サ
シ
ー

　

旧
暦
８
月
の
最
初
の
辛
（
か
の
と
）
の
日

に
行
う
行
事
で
、家
々
の
軒
の
四
隅
や
井
戸
、

門
、
墓
地
に
ス
ス
キ
を
挿
す
。
当
日
は
午

後
4
時
頃
か
ら
お
墓
参
り
を
し
、
お
菓
子

伊
砂
集
落

●
概
要

　

人
口
43
人
、
世
帯
数
は
26
世
帯
（
平
成
26
年

10
月
末
日
現
在
）。
集
落
は
、
上ウ

ィ
ン
シ
マ島、

下サ
ン
シ
マ島

と

呼
ば
れ
る
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
薩
摩
藩
統

治
時
代
、
島
は
５
間
切
り
に
区
分
さ
れ
て
い
た

が
、
伊
砂
間
切
（
伊
砂
・
伊
実
久
・
中
間
・
滝
川
）

が
新
設
さ
れ
６
間
切
と
な
っ
た
。
伊
砂
は
そ
の
筆

頭
村
。【
喜
界
島
の
民
俗 

竹
内
譲
著
参
考
】
昔

か
ら
農
業
が
盛
ん
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
に
励
む

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

ウスハマ

坂嶺保食神社ヒカゲヘゴ

高台から伊砂集落を臨む高台から坂嶺集落を臨む

タネトゥイ ため池

伊砂  坂嶺
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坂 嶺 区 長。 区 長 ２ 年目。
昭 和 22 年 生まれ。 役 場
に 41 年勤務し，定年退職。
趣味は「読書と映画鑑賞」。
好きな漢字は「誠」。

三
原
和
裕
区
長

（66）

Profile

伊砂区長。区長１年目。昭
和 29 年生まれ。消防職員
として長い間町民の生命・
安全を守ってきた。定年後
は 夫 婦 で 農 業 を 行 っ て い
る。

岩
切
進
一
郎
区
長

（60）

Profile

高
齢
者
が
多
く
、
度
々
表
彰
を
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
盛

ん
で
町
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残

し
て
い
る
。

●
集
落
性

　

お
と
な
し
い
が
愛
嬌
が
あ
り
、
人

情
味
に
あ
ふ
れ
、
団
結
力
が
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
美
化
作

業
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

●
集
落
行
事

　

浜
下
り
（
ハ
マ
リ
ー
）

　

旧
暦
６
月
の
最
初
の
亥
の
日
に
海

岸
線
近
く
の
広
場
に
集
ま
り
、
１
年

間
の
『
無
病
息
災
』『
平
穏
無
事
』

を
祈
願
す
る
。
昔
は
獣
を
お
供
え
し

て
い
た
。

　

シ
バ
サ
シ
ー

　

旧
暦
８
月
の
最
初
の
丁ひ

の
との

日
に
行

う
シ
チ
ャ
ミ
（
節
浴
）
か
ら
５
日
目
の

辛か
の
との
日
に
行
う
先
祖
祭
。
厄
払
い
の

た
め
家
の
四
隅
な
ど
に
ス
ス
キ
を
立
て

る
。
早
朝
7
時
に
共
同
墓
地
で
ス
ス

キ
や
お
菓
子
な
ど
を
供
え
る
。

　

豊
年
祭

　

旧
暦
の
8
月
15
・
16
日
の
２
日
間
、

集
落
広
場
（
ウ
フ
マ
ト
ゥ
）
で
行
う
祭

り
で
、
八
月
踊
や
綱
引
き
を
な
ど
で

盛
り
上
が
る
。
昔
は
親
子
・
青
年
相

撲
も
あ
っ
た
が
、
最
近
は
ゲ
ー
ム
や
カ

ラ
オ
ケ
等
で
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　

大
綱
「
エ
ン
ヤ
ン
サ
ー
」

　

昔
は
、
大
人
が
作
っ
た
稲
ワ
ラ
に
ガ

ジ
ュマ
ル
の
ひ
げ
（
気
根
）
を
練
り
合
わ
せ
た
大
綱

（
エ
ン
ヤ
ン
サ
ー
）
を
子
供
ら
が
担
ぎ
、
太
鼓
を

先
頭
に
ホ
ラ
貝
を
鳴
ら
し
「
エ
ン
ヤ
ン
サ
ー
、
エ
ン

ヤ
ン
サ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
集
落
内
を
練
り
歩
い

て
い
た
。
平
成
11
年
、
28
年
ぶ
り
に
再
現
し
た
。

観
光
名
所
な
ど

　

ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
（
ソ
ウ
ズ
の
神
山
）

　

ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
が
自
生
す
る
ソ
ウ
ズ
山
は
、
昔
は

神
山
と
い
い
集
落
民
の
出
入
り
を
禁
止
し
て
い

た
。
禁
を
破
り
、
竹
の一
竿
、
木
の一
本
で
も
切

れ
ば
、
す
ぐ
に
祟
り
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ウ
ス
ハ
マ
と
タ
ネ
ト
ゥ
イ

　

昔
は
、
小
学
低
学
年
な
ど
の
遊
泳
初
心
者
が

ウ
ス
ハマ
、
高
学
年
は
タ
ネ
ト
ゥ
イ
で
泳
ぎ
、
夏

休
み
な
ど
は
毎
日
の
よ
う
に
遊
泳
を
楽
し
む
子

供
達
の
声
が
し
て
賑
や
か
だ
っ
た
。

Kikaij ima information

界島フォトコンテストを開催！

2014.12ミニきかいかわら版！

喜界島観光物産協会（松田裕道会長）が主催する第４回
喜界島フォトコンテストの表彰式が 11 月 11 日，役場コミュ
ニティホールで行われた。9 月１日～ 30 日に作品が募集さ
れた同コンテストには，町内外から 93 点の作品が集まり，
各賞の受賞者には賞状と賞品が贈られた。
　喜界島観光物産協会長賞を受賞した登さんは「海で遊ん
でいる友達を見ると，夕日に照らされ影になっていた。雰
囲気がよかったので撮影すると自分たちらしい良い写真が
撮れた。受賞にはびっくりしたけど，友達が喜んでくれた。
これからもシャッターチャンスを狙って，来年も受賞した
い」と意気込みを語った。
　　　　　　　　【登さんの作品 ( 上 )・授賞式 ( 下 ) 写真】
受賞者は次の通り（敬称略）
○喜界島観光物産協会長賞　登花菜恵（荒木）　○喜界町商
工会長賞　南木純一（池治）　○よろこびと賞　酒井亮太朗

（湾）　○朝日酒造賞・奄美ツーリスト賞　盛崎渉（湾）　
○十兵衛賞　加島ハルナ（埼玉県所沢市）　○ビジネスホテ
ル喜界賞　橋本潤子（湾）　○上田写真館賞　筑紫綾（湾）
※受賞作品は喜界島観光物産協会ホームページで公開され
ています。

喜
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Kikaij ima information

東長寿会が 2014 活動賞を受賞ャリティーショーの収益金の一部を町に寄付

2014.12

上

きかいかわら版！

　奄美民謡武下流全国講師会（関義仁会長）が
主催する「ひぎゃ節フェスティバル喜界島チャ
リティーショー」が 11 月８日，自然休養村管
理センターで開催された。ステージでは，武下
和平師匠や講師会の会員らが奄美民謡などを披
露し，当日集まった町民約 350 人を魅了した。
また同月 11 日，実行委員会の喜界会場責任者
を務めた喜禎光弘さんは役場に訪れ，チャリ
ティーショーの収益金の一部を町に寄付した。

【提供写真】

　全国老人クラブ連合会（斎藤十朗会長・クラブ
数約 11 万団体・会員数約 650 万人）はこのほど，
全国で優秀な活動団体に贈られる『全国老人クラ
ブ連合会 2014 活動賞』を発表した。県内では，仲
間づくり部門，健康づくり部門，ボランティア部
門に各３団体が選出され，本町からはボランティ
ア部門に上嘉鉄東単位長寿会（大友勝一会長）が
選ばれた。同長寿会は，ゲートボール場の整備，
集落公民館周辺の除草作業や花壇の手入れなど積
極的に美化作業を行ったことなどが評価された。

チ

京志佐会が町に寄付

　東京志佐会外内真一会長（東京奄美会文化広
報部副部長・東京喜界会副会長）は 11 月 14 日，
役場を訪れ，川島健勇町長に寄付金を贈呈した。
この寄付金は，今年６月下旬に都内の会場で開
催された『平成 26 年度東京志佐会総会・懇親会』
で呼びかけたもの。外内会長は「この寄付金を
喜界町の観光振興などに使ってもらいたい」と
意向を述べた。【外内会長は写真左】

東 校で奄美民謡を演奏・児童らが踊る！

　奄美民謡を代表する唄者・武下和平さんを師事する
泉茂光さん（鹿児島市在住・山田出身）は 11 月 10 日，
母校の喜界小学校（旧湾小）で演奏会を行った。奄美
民謡数曲を披露し，児童らを楽しませた。また，昭和
31 年同窓生も駆けつけ，会に華を添えた。安田民謡
教室に通う伊地知奈々さん ( 小６) は「教室ではあま
り男性の唄を聞くことがないけど，泉さんの唄声は私
達を楽しくさせてくれ，とても新鮮だった」と感想を
述べた。現在泉さんは，物産展などでライブ活動をし
ており，鹿児島市から奄美民謡を PR している。

役 場玄関前にスカシユリを植えました！

母

　町議会議員 13 人は 11 月 8 日，役場前の歌壇にスカシユリ（透
百合）約 150 本を植樹した。スカシユリはユリ科ユリ属の多年
草で，白，黄，橙，赤色などの斑点のある花を茎先上向きにつ
ける。今回植えられたのは赤色。花言葉は，『注目を浴びる・
飾らぬ美』など。生駒弘議員は「スカシユリは鮮やかな色の花
をつけ，とても可憐な花。順調に育てば来月が見頃。役場に来
られた際には立ち寄って見てほしい」と語った。
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未
来
の
大
砲
・
原
泉
選
手
凱
旋
帰
郷
！

未来の大砲・原選手にサインをもらう小学生ら 川島町長や久保元監督らと鏡開き

喜界中学校野球部のメンバーと記念撮影
恩師２人と空港で記念撮影する原選手

【左から久保監督、原選手、岡留監督】

　

10
月
23
日
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
新

人
選
択
会
議
（
ド
ラ
フ
ト
会
議
）
で
東

京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら
７
位
指

名
を
受
け
た
原
泉
選
手
（
第
一
工
業
大

学
・
喜
界
高
校
卒
・
上
嘉
鉄
出
身
）
が

同
月
31
日
に
凱
旋
帰
郷
し
た
。

　

午
前
10
時
、
飛
行
機
か
ら
降
り
立
っ

た
原
選
手
と
恩
師
の
久
保
正
樹
さ
ん

（
元
喜
高
野
球
部
監
督
）、
岡
留
浩
紀
監

督
（
第
一
工
業
大
学
野
球
部
）
は
、
原

選
手
の
母
校
で
あ
る
喜
界
高
校
に
訪
れ

教
職
員
や
生
徒
か
ら
歓
迎
を
受
け
た
。

　

原
選
手
は
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た

講
演
で
後
輩
で
あ
る
在
校
生
に
対
し
て

「
自
分
の
夢
を
つ
か
む
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
少
し
で
も
早
く
考
え
て
ほ

し
い
。
こ
の
島
で
育
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
な
が
ら
、
や
り
続
け
れ
ば
道

は
開
け
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

そ
の
後
、
役
場
に
表
敬
訪
問
し
た
原

選
手
と
両
監
督
は
、
玄
関
で
竹
垣
の
よ

う
に
並
ん
だ
職
員
ら
に
出
迎
え
ら
れ

た
。
職
員
か
ら
「
ド
ラ
フ
ト
指
名
お

め
で
と
う
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
歓
迎

の
花
束
が
渡
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
原
選
手
は
喜
界
中
学
校
に

も
訪
れ
、
同
校
野
球
部
員
の
前
で
豪
快

な
素
振
り
を
見
せ
た
り
、
バッ
テ
ィ
ン
グ

の
コ
ツ
な
ど
を
教
え
た
。
憧
れ
の
存
在

で
あ
る
原
選
手
に
部
員
ら
は
「
ど
う
す

れ
ば
そ
ん
な
に
大
き
く
な
る
の
で
す

か
？
」「
長
打
を
打
つ
秘
訣
は
？
」
な

ど
と
目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
な
が
ら
質
問

す
る
と
、
原
選
手
は
一
つ
一
つ
の
質
問

に
丁
寧
に
答
え
、
分
か
り
や
す
く
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
。
そ
し
て
、「
や
る
か
ら

に
は
上
を
目
指
し
て
、
3
年
後
に
は
１

軍
に
上
が
っ
て
活
躍
し
た
い
」
と
部
員

ら
に
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

午
後
6
時
半
か
ら
、
喜
界
高
校
野
球

部
Ｏ
Ｂ
会
が
中
心
と
な
っ
て
『
ド
ラ
フ

ト
指
名
祝
賀
会
』（
会
場
：
第
一ホ
テ
ル
）

が
催
さ
れ
、
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が

出
席
し
た
。

　

喜
高
吹
奏
楽
部
が
『
栄
冠
は
君
に
輝

く
』
を
演
奏
す
る
な
か
、
割
れ
ん
ば
か

り
の
盛
大
な
拍
手
を
受
け
た
原
選
手
と

久
保
さ
ん
、
岡
留
監
督
が
入
場
し
た
。

入
場
後
、
原
選
手
が
小
学
生
ら
と
一
緒

に
く
す
玉
を
割
る
と
『
祝 

東
京
ヤ
ク

ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ 

ド
ラ
フ
ト
指
名
お

め
で
と
う 

原
泉
選
手
』
の
懸
垂
幕
が

飛
び
出
し
た
。
祝
辞
で
川
島
町
長
は「
原

選
手
は
『
や
れ
ば
で
き
る
喜
界
の
子
』

を
ま
さ
に
象
徴
し
て
い
る
。
今
後
の
活

躍
を
祈
っ
て
い
る
」
と
期
待
し
た
。

　

岡
留
監
督
は
あ
い
さ
つ
で
「
喜
界
高

校
は
プ
ロ
を
３
人
も
輩
出
し
て
い
る
名

門
校
。
島
の
子
供
達
も
夢
を
持
っ
て
、

甲
子
園
や
さ
ら
に
先
ま
で
進
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
、
ま
た
久
保
さ
ん
は
「
将

来
が
あ
る
子
供
達
に
い
い
夢
が
で
き

た
。ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
本
拠
地
・

神
宮
球
場
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
日
が

く
る
ま
で
『
お
め
で
と
う
』
の
言
葉
は

封
印
し
て
い
る
」
と
愛
弟
子
の
活
躍
に

期
待
し
つつ
、
檄げ
き

を
飛
ば
し
た
。

　

激
励
の
言
葉
を
受
け
原
選
手
は
「
小

学
３
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
、
中
学

で
は
部
活
で
き
つい
練
習
を
こ
な
し
な
が

ら
、
体
協
の
駅
伝
練
習
な
ど
で
長
距
離

を
走
り
下
半
身
の
強
化
が
で
き
た
。
高

校
で
は
久
保
監
督
か
ら
『
や
る
か
ら
に

は
上
を
目
指
せ
』
と
言
わ
れ
、
初
め
て

プ
ロ
を
意
識
し
た
。
大
学
で
も
岡
留
監

督
の
厳
し
い
指
導
が
あ
り
、
両
監
督

の
出
会
い
が
あ
って
こ
の
場
に
立
て
た
。

こ
れ
か
ら
夢
の
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る

が
、
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
。
他
の
選

手
以
上
に
練
習
し
技
術
を
磨
き
、
ヒ
ー

ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
姿
が
放
送

さ
れ
る
日
が
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
喜
高
野
球
部
平
哲
郎
主
将

は
「
ド
ラ
フ
ト
指
名
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
達
も
一
生
懸
命
練
習
し
て

甲
子
園
に
行
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

原
選
手
も
頑
張
って
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
、
原
選
手
は
「
こ
れ
ま
で
県

ベ
ス
ト
８
が
最
高
。
こ
れ
か
ら
ベ
ス
ト

４
入
り
、
決
勝
戦
・
甲
子
園
出
場
を
果

た
し
、
喜
界
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
ほ

し
い
」
と
後
輩
ら
に
夢
を
託
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
プ
ロ
と
い
う
厳
し
い
世
界

に
挑
む
原
選
手
。
自
ら
の
夢
の
た
め
、

未
来
あ
る
島
の
子
供
達
の
た
め
に
、
一

日
で
も
早
く
一
軍
登
録
さ
れ
、
活
躍
す

る
日
が
来
る
こ
と
を
町
民
皆
が
待
ち
望

ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
原
選
手
の
動

向
に
注
目
し
た
い
。
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豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
（
前
期
）
表
彰
式

喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

　

喜
界
町
内
小
、
中
学
、
高
校
合
同
の
音

楽
発
表
会
が
11
月
20
日
（
木
）、
喜
界
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

発
表
会
は
、
音
楽
発
表
や
鑑
賞
の
活
動
を

通
し
て
音
楽
の
基
礎
を
培
い
、
音
楽
に
関

す
る
感
性
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、

再
編
後
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
積
山
泰
夫
教
育
長
は
、

「
芸
術
の
秋
で
す
。
こ
の
時
期
に
音
楽
や
読

書
に
親
し
み
心
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
。
今

日
は
、
練
習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
し
が
ん

ば
って
く
だ
さ
い
。」
な
ど
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
発
表
で
は
、
児
童
生
徒
が
合
唱

や
合
奏
、
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
で
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

保
護
者
も
多
数
来
場
し
、
子
ど
も
た
ち
の

歌
や
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
の

学
校
の
発
表
も
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た

様
子
が
う
か
が
え
、
充
実
し
た
発
表
ば
か

り
で
し
た
。
下
園
俊
郎
教
諭（
喜
界
高
）は
、

「
素
敵
な
歌
や
演
奏
を
あ
り
が
と
う
。
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て

き
て
感
動
し
ま
し
た
。」
な
ど
講
評
を
述
べ

ま
し
た
。
発
表
会
に
参
加
し
た
児
童
生
徒

は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

喜
界
小
学
校
４
年　

俊
原　

百
桃
さ
ん

　

み
ん
な
の
発
表
を
聞
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
日
の
音
楽
発
表
会
で
少
し
音

楽
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

早
町
小
学
校
２
年　

富
田　

か
え
で 

さ
ん

　

本
番
前
は
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
踊
り
や
歌
を
歌
っ
て
い
る
間
に
心
が
落

ち
着
き
ま
し
た
。
よ
く
で
き
た
の
で
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

喜
界
中
学
校
３
年　

菊
池　

美
帆　

さ
ん

　

音
楽
発
表
会
を
も
っ
て
私
た
ち
吹
奏
楽

部
の
３
年
生
は
引
退
し
ま
し
た
。
最
後
の

演
奏
だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
会
場

の
み
な
さ
ん
が一
緒
に
踊
っ
た
り
、
歌
っ
た
り

し
て
く
れ
た
の
で
私
た
ち
自
身
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
（
木
）
に
平
成
26
年
度
「
豊

か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
（
前
期
）」
の

表
彰
式
が
喜
界
町
役
場
多
目
的
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
「
言
葉
を
学

ぶ
」「
感
性
を
磨
く
」「
表
現
力
を
高
め

る
」「
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
」
等
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
喜
界
町
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
子
ど
も
の
豊
か

な
心
を
育
て
る
た
め
に
、「
豊
か
な
心
を
育

て
る
読
書
大
賞
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
「
多
読
者
の
部
」
は
、
前
期
（
４
月
～
９

月
）
に
、
喜
界
町
内
小
１
～
中
３
ま
で
の

児
童・生
徒
を
対
象
に
、喜
界
町
図
書
館
や
、

学
校
図
書
館
、
各
学
級
文
庫
で
借
り
た
本

の
個
人
の
総
数
を
各
学
校
で
集
計
し
、
各

学
年
の
中
で
、最
も
本
を
借
り
た
子
ど
も
を

「
多
読
者
賞
」
と
し
ま
し
た
。

　
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
」
は
、

４
～
８
月
ま
で
に
児
童
・
生
徒
が
書
い
た
読

書
感
想
文
に
つい
て
審
査
を
行
い
、
各
学
年

の
最
優
秀
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

※
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
多
読
者
賞
の
部
】

　

都　

瞭
菜
（
早
町
小
１
年
）
２
５
２
冊

　

中
村
吏
里
（
喜
界
小
２
年
）
３
０
６
冊

　

野
間　

翔
（
喜
界
小
３
年
）
２
５
５
冊

　

當
原
大
陽
（
喜
界
小
４
年
）
１
９
０
冊

　

中
島　

杏
（
早
町
小
５
年
）
１
４
２
冊

　

南
村　

紬
（
早
町
小
６
年
）
１
８
５
冊

　

浪
島
未
喜
（
喜
界
中
１
年
）　 

７
１
冊

　

叶
眞
優
希
（
喜
界
中
２
年
）
１
４
８
冊

　

當
原
優
芽
（
喜
界
中
３
年
）
１
９
０
冊

【
読
書
感
想
文
の
部
】

　

長
谷
川
洸
（
喜
界
小
１
年
）

　

濵
井
友
里
（
喜
界
小
２
年
）

　

和
田
乙
葉
（
喜
界
小
３
年
）

　

岩
崎
歓
輝
（
喜
界
小
４
年
）

　

吉
行
朝
陽
（
喜
界
小
５
年
）

　

中
山
海
士
（
早
町
小
６
年
）　

　

浜
岡　

暖
（
喜
界
中
１
年
）

　

森
元
さ
く
ら
（
喜
界
中
２
年
）

　

安
原　

雅
（
喜
界
中
３
年
）
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去
る
11
月
14
日
（
金
）
役
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室
に
於
い
て
「
認
知

症
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
喜
界

島
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
1
3
7
名
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
認
知
症

へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

●
介
護
体
験
談

～
若
年
性
認
知
症
の
妻
を

　
　
　
　
　
　
介
護
し
て
～

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
鹿
児

島
県
支
部
会
員
　
節
政
純
雄
氏

☆
発
症
を
意
識

　

嫁
い
だ
娘
の
と
こ
ろ
に
遊

び
に
行
っ
た
時
の
こ
と
。
朝

起
き
て
「
私
の
タ
ン
ス
が
な

い
！
ど
こ
に
売
り
と
ば
し
た
ん

よ
！
？
」
と
怒
鳴
る
妻
。
何
を

寝
ぼ
け
て
い
る
の
だ
と
、
こ
こ

は
我
が
家
で
は
な
い
こ
と
を
説

明
す
る
も
納
得
し
な
い
。
そ
の

後
も
車
中
で
は
し
ゃ
ぐ
孫
た
ち

に
「
う
る
さ
い
」
と
怒
鳴
る
。

い
つ
も
と
は
違
う
様
子
に
戸

惑
い
を
感
じ
つ
つ
目
的
の
お
も

ち
ゃ
屋
さ
ん
へ
。
二
手
に
分
か

　

現
在
妻
は
70
歳
。
介
護
度
５

で
胃
瘻
造
設
し
老
人
保
健
施
設

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
妻
の
笑
顔
を
見
に
施

設
に
通
い
た
い
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

☆
パ
ネ
ラ
ー
の
み
な
さ
ん

早
川
百
合
枝
さ
ん
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
じ
ゅ
ま
る
管
理
者
）

高
野
俊
三
さ
ん（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
じ
ゅ
ま
る
家
族
会
代
表
）

上
栗
登
美
子
さ
ん
（
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
喜
界
地
区
会
代
表
）

向
ア
キ
ミ
さ
ん
（
小
規
模
多
機

能
ホ
ー
ム
十
五
夜
）

山
下
る
り
子
さ
ん
（
喜
界
徳
洲

会
病
院
看
護
師
）

大
山
睦
子
さ
ん
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

れ
一
時
間
後
に
待
ち
合
わ
せ
場

所
に
行
く
と
孫
と
一
緒
に
い
る

は
ず
の
妻
が
い
な
い
。
結
局
は

交
番
に
駆
け
込
み
、
パ
ト
ロ
ー

ル
中
の
警
察
官
に
発
見
さ
れ
事

な
き
を
得
た
。

「
お
母
さ
ん
は
認
知
症
じ
ゃ
な

い
？
」

　

娘
か
ら
の
言
葉
。
当
時
妻
は

60
歳
。
家
族
の
会
も
認
知
症

と
い
う
言
葉
も
こ
の
時
初
め
て

知
っ
た
。

☆
介
護
者
と
本
人
は
鏡
の
関
係

　

仕
事
と
介
護
に
追
わ
れ
て
い

た
頃
。
理
解
を
示
さ
な
い
と
本

人
は
不
安
に
な
り
状
態
が
悪
く

な
る
。

孫
に
怒
鳴
り
、
徘
徊
を
し
た
・
・

今
な
ら
わ
か
る
。
不
安
で
不
安

で
た
ま
ら
な
い
。
そ
れ
を
周
囲

が
理
解
し
て
く
れ
な
い
。
本
人

の
気
持
ち
を
理
解
で
き
る
と
対

処
の
仕
方
が
変
わ
り
、
落
ち
着

く
。

　

趣
味
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

も
妻
同
伴
で
参
加
し
た
。
妻
の

変
化
を
最
初
か
ら
見
て
い
た
仲

間
た
ち
が
、
よ
く
理
解
し
て
支

え
て
く
れ
た
。
認
知
症
を
隠
さ

ず
、
外
に
一
緒
に
出
か
け
る
こ

と
で
得
ら
れ
た
支
援
だ
っ
た
。

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

i
n
喜
界
島
（
報
告
）

　

家
族
、
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

6
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
み
な
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
や
取
組

を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

高
野
さ
ん
、
上
栗
さ
ん
お
二

人
の
介
護
経
験
で
は
、
笑
っ
た

り
し
ん
み
り
し
た
り
、
身
に
つ

ま
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
認
知

症
の
介
護
が
他
人
ご
と
で
は
な

い
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
認
知
症
と
い
っ
て
も
い
ろ

ん
な
症
状
が
あ
っ
て
、
ひ
と
り

ひ
と
り
違
う
こ
と
。
周
囲
の
無

理
解
が
一
番
家
族
を
傷
つ
け
る

こ
と
。
対
応
の
コ
ツ
と
し
て
は

認
知
症
の
方
と
の
や
り
取
り
を

お
も
し
ろ
が
る
こ
と
。
体
験
に

基
づ
い
た
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
、
向
さ
ん
か
ら
は
、

実
際
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
事
例
も
交
え
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
療
の
立
場
で
あ
る
山
下
さ

ん
か
ら
は
、
周
囲
の
方
が
認
知

症
を
疑
っ
た
時
に
、
主
治
医
に

事
前
に
相
談
し
て
検
査
に
ス

ム
ー
ズ
に
結
び
つ
い
た
事
例
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大

山
さ
ん
か
ら
は
、「
地
域
ケ
ア

会
議
」
と
い
う
枠
組
み
を
利
用

し
て
集
落
ぐ
る
み
で
認
知
症
の

方
を
支
え
て
い
る
事
例
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
認

知
症
の
方
を
見
か
け
た
時
今
ま

で
は
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
よ
う

に
避
け
て
き
ま
し
た
が
こ
れ
か

ら
は
ち
ょ
っ
と
で
も
声
掛
け
を

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
を
支
え
て
い
く
た
め

に
は
ま
ず
知
る
こ
と
が
大
事
で

す
ね
。
参
加
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
!!

　

気
温
と
湿
度
が
下
が
る
冬
。

冬
は
風
邪
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
が

流
行
す
る
時
期
で
す
。
自
分
自

身
で
出
来
る
感
染
予
防
の
基
本

は
、
手
洗
い
・
う
が
い
で
す
。

ま
た
、
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と

も
必
要
で
す
の
で
、
咳
が
出
る

時
に
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
う
つ
ら
な
い
・

う
つ
さ
な
い
為
に
、
う
が
い
・

手
洗
い
、
そ
し
て
し
っ
か
り
食

事
・
た
っ
ぷ
り
睡
眠
を
心
掛
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
冬
の
感
染
症
予
防

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）
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Tel　０９９７－６５－２
に－さんい－な

３ １ ７

住所　喜界町坂嶺 1936

営業時間　11:00 ～ 22:00

　（22:00 ラストオーダー）

定休日　毎週火曜日

読者プレゼント
　『ありがとうございます。おへん
ろうどん　でこ』さんのご厚意に
より「長寿御膳かタンタン麺お食事券（一食
分）」を抽選で 10 名様にプレゼントします。
ハガキ等に住所・氏名・年齢・電話番号・店
舗名をご記入の上，応募してください。
　締切は，１月５日（月）（当日消印有効）
発表は発送をもってかえさせていただきま
す。
　　　〒 891-6292
　　　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　　企画課広報担当まで

募集します！！
「この店の美味しい料理を紹介してほし
い」などご要望がございましたら自薦・
他薦は問いませんので，企画課広報担当

（☎65ｰ3683）まで情報をお寄せください。

シマグルメ

な
び

長
寿
御
膳vol.3

ご来店お待ちしています !!

タンタン麺

　

今
回
の
シ
マ
グ
ル
メ
・
な
び
は
坂
嶺
バ

ス
停
前
の
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
へ
ん
ろ
う
ど
ん　

で
こ
』

　

島
の
丸
い
水
平
線
と
透
き
通
る
海
、
爽

や
か
な
光
と
風
を
感
じ
な
が
ら
食
事
が
楽

し
め
る
デ
ッ
キ
席
か
ら
の
景
色
は
最
高

で
、『
２
０
１
２
鹿
児
島
百
選
う
ま
い
店
』

に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
店
の
看
板

メ
ニ
ュ
ー
・
四
国
名
物
『
讃
岐
う
ど
ん
』

な
ど
の
麺
類
に
新
メ
ニ
ュ
ー『
長
寿
御
膳
』

と
『
タ
ン
タ
ン
麺
』
も
お
客
さ
ん
に
大
人

気
だ
そ
う
で
す
。
今
回
は
こ
の
2
品
を
紹

介
し
ま
す
。

　
『
長
寿
御
膳
』の
名
前
の
由
来
に
も
な
っ

て
い
る
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
（
サ
ク
ナ
ー
）

は
「
一
株
食
べ
れ
ば
寿
命
が
延
び
る
」
と

言
わ
れ
、
長
寿
食
材
・
島
産
サ
ク
ナ
ー
を

健
康
的
で
奄
美
の
特
徴
を
活
か
し
た
メ

ニ
ュ
ー
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は

サ
ク
ナ
ー
を
練
り
込
ん
だ
の
ど
ご
し
の
良

い
『
ざ
る
う
ど
ん
』
と
、
大
き
な
『
サ
ク

ナ
ー
の
か
き
揚
げ
』。
花
良
治
ミ
カ
ン
の

果
汁
で
で
き
た
『
花
良
ぽ
ん
ジ
ュ
レ
』
で

さ
っ
ぱ
り
い
た
だ
く
か
、
薬
味
の
入
っ
た

麺
つ
ゆ
で
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
サ
ク

ナ
ー
が
溶
け
込
ん
だ
ゆ
で
汁
に
は
ク
ロ
ロ

ゲ
ン
酸
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
他
に
は
、
奄
美
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

生
も
ず
く
と
夜
光
貝
の
柔
ら
か
煮
も
付
い

て
、
島
の
健
康
食
材
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
品
は
、
島
で
は
珍
し
い
『
タ
ン

タ
ン
麺
』。
生
産
量
日
本
一
の
島
産
白
ゴ

マ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
濃
厚
な
ス
ー
プ

に
仕
上
げ
た
タ
ン
タ
ン
麺
は
絶
品
。
あ
ま

り
辛
く
な
い
た
め
辛
さ
が
苦
手
な
人
で
も

楽
し
め
、
お
好
み
に
よ
っ
て
辛
さ
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
付
き

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
焼
い
て
食

べ
る
だ
け
、
後
片
付
け
も
い
ら
な
い
『
手

ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』
セ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
４
人
か
ら
予
約
で
き
、
予
算
は
同
店

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
食
事
さ
れ
た
方
に

は
、
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

※
年
内
は
29
日
迄
、
年
明
け
は
４
日
か
ら

営
業
。
定
休
日
は
毎
週
火
曜
日
で
す
が
、

冬
場
の
営
業
日
は
変
更
が
あ
る
た
め
、
お

店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

－店舗紹介－
お食事処

ありがとうございます。

おへんろうどん　でこ
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シマグルメ

な
び

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
図
る
相
談
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

暮らしの情報 インフォメーション
　

鹿
児
島
県
で
は
、
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進

す
る
た
め
に
「
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
鹿
児

島
づ
く
り
条
例
」
を
10
月
１
日

に
施
行
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
大
島
支
庁
に

障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
障

害
者
く
ら
し
安
心
相
談
員
を
配

置
し
、
障
害
者
や
家
族
の
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
相
手
方

と
の
調
整
を
図
り
、
助
言
や
話

し
合
い
で
問
題
解
決
が
図
ら
れ

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

受
け
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

　

大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課

【
直
通
電
話
】

　

０
９
９
７
ー
５
７
ー
７
２
２
２

【
受
付
時
間
】
月
～
金　

９
時

～
16
時
（
祝
日
等
を
除
く
）

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

　

当
校
で
は
、
平
成
27
年
度
の

一
般
入
校
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
名
】
電
気
設
備
科　

定
員
20
名　

訓
練
期
間
２
年

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
卒
業

者
（
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

【
願
書
受
付
】
Ｃ
日
程　

平
成

27
年
１
月
16
日
（
金
）
ま
で

【
試
験
日
】
Ｃ
日
程　

平
成
27

年
１
月
26
日(

月
）

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
総

合
問
題
）
及
び
面
接

【
試
験
会
場
】
県
立
鹿
屋
高
等

技
術
専
門
校

【
合
格
発
表
】
Ｃ
日
程　

平
成

27
年
２
月
５
日
（
木
）

※
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
は
、

職
業
能
力
開
発
推
進
法
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
て
い
る
、
県
立
の

職
業
訓
練
校
で
す
。
寄
宿
舎
も

完
備
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か
ら

の
入
校
も
可
能
で
す
。
Ｃ
日
程

以
外
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校　

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

☎
０
９
９
４
ー
４
４
ー
８
６
７
４

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学

試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以

上
在
学
し
て
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
「
放
送
大
学

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放

送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
９
ー
２
３
９
ー

３
８
１
１
）
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　

長
崎
税
関
で
は
、
12
月
に

「
年
末
特
別
警
戒
期
間
」
を
定

め
、
貨
物
検
査
な
ど
の
密
輸
の

取
締
り
と
情
報
収
集
を
強
化
し

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
密

輸
に
関
す
る
情
報
」
が
、
密
輸

摘
発
の
貴
重
な
手
が
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
不
審
な
話
』
や
『
う
わ
さ
』

を
耳
に
さ
れ
ま
し
た
ら
、
税
関

へ
一
報
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
関
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

custom
s.go.jp/nagasaki/

密
輸
ダ
イ
ヤ
ル
（
ふ
り
ダ
イ
ヤ

ル
）
☎
０
１
２
０
ー
４
６
１
ー

９
６
１
（
シ
ロ
イ　

ク
ロ
イ
）

　
「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医

療
等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
伴
い
、
平
成
27
年
1
月
か
ら

難
病
に
か
か
る
「
新
た
な
医
療

費
助
成
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

○
助
成
対
象
が
56
疾
患
か
ら
約

３
０
０
疾
患
に
段
階
的
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。

○
月
額
自
己
負
担
限
度
額
の
金

額
・
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

○
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
県
が
指
定
す
る
「
指

定
医
療
機
関
」
が
行
う
特
定

医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
に

係
る
手
続
き
の
詳
細
な
ど
に
つ

い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
９
ー
２
１
８
ー
３
１
３
４

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
し
ら
せ

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
27
年
度
入
校
者
募
集

12
月
は
「
年
末
特
別
警
戒
期

間
」
で
す　

～
長
崎
税
関
～

最　低　賃　金　額 

時　間　額

    当該最低賃金も適用されます。

効　力　発　生　日

円 平成26年10月19日

【最低賃金テレホンサービス　099-223-8881】

★最低賃金に関するお問い合せ先★

★　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。
　　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の産業に該当する場合は、

　　　　　　　　　　　必ずチェック　最低賃金！

鹿児島労働局（099-223-8278）・各労働基準監督署

鹿児島県最低賃金が時間額６７８円に！！
【鹿児島県最低賃金が平成２６年１０月１９日より時間額６７８円に改正されました。】

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

使用者も

労働者も

難
病
に
か
か
る
「
新
た
な
医

療
費
助
成
制
度
」
が
始
ま
り

ま
す
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電話またはFAXでのお問い合わせは、株式会社 ミネックスまで

受付時間　月～金　８：30～17：00まで

東京築地市場で高い評価を得ております。

　　生産地は鹿児島県の喜界島という自然豊かな田舎です。
　今年4月、アメリカ合衆国のオバマ大統領来日の際には、
　私達の車えびを、銀座の高級寿司店で食していただきました。
　後日、この話をいただいた時は、家族みんなで泣いて喜びました。
　　また、お客様の健康を想い、より安心安全な車えびを、
　食べていただくために、マイナスイオンによって、
　不純物を徹底除去した飼料で、育てております。
　（日本で唯一の取り組み）
　　　今年一番喜んでほしいお相手に、お贈り下さい。
※受付は、2014年12月25日の15：00までの期間限定販売です。
最終配達日は12月27日までとなっております。お早めにお求めください。

くるまえび　販売価格（送料全国一律＋１５００円）

サイズ サイズ目安 数　量 尾数目安 金　額（税込）

☆お試し用 10cm前後 300ｇ 10尾～15尾 ¥3,000
標　準 10cm前後 500ｇ 15尾～25尾 ¥4,500
特　大 15cm前後 500ｇ 10尾～14尾 ¥5,000
標　準 10cm前後 １ｋｇ 30尾～50尾 ¥9,000

インターネットでのご注文は、峰山商店ホームページ　

特　大 15cm前後 １ｋｇ 20尾～29尾 ¥10,000

ＴＥＬ　0997-66-1114　　FAX　0997-66-1366

ＩＫＩ ＫＵＲＵＭＡＥＢＩ

く る ま え び

創業２1年

Ｋ－ＧＡＰ（かごしまの農林水産物認証制度）認証

養殖車海老として全国で初めてＧＡＰの認証を受けました
安心・安全への基準を満たした農林水産物に与えられる認証です

全国初

有料広告
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　　毎月５日をエコライフデーとし，電気・水・燃料
などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいま
す。
　環境にやさしい住まい方（節電）
①無駄なライトを消して，電気を
　大切にします
②白熱電球を電球型蛍光ランプや
　LED 電球に交換します
③こまめな消灯を心がけます

　平成 27 年 2 月 1 日現在で実施される「2015 年農
林業センサス」は，農林業の実態を明らかにし，今
後の農林業の政策に役立てるために 5 年ごとに実施
される大切な調査です。
　平成 26 年 12 月中旬から農家や林家，会社や集
落営農など，農林業を営んでいる皆様のところに調
査員が訪問して，調査票に農林業の経営状況などの
記入をお願いします。
　　　　　　　　　　調査票に記入された事項につ
　　　　　　　　　　いては，統計以外の目的には
　　　　　　　　　　使用されませんので，ご協力
　　　　　　　　　　をお願いします。

企画課からのお知らせ
［2015 農林業センサスが実施されます］

　 町   職   員   募   集
平成２６年度 喜界町職員採用試験（2 次募集）を次のとおり行います。

◇試 験 名  初級（高校卒業程度）
◇試験区分 一般事務
  保健師（有資格者）
◇採用人員 一般事務　若干名
  保健師　　若干名
◇受験資格
　一般事務
　 昭和 59 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した

者  ( 平成 27 年３月卒業見込みの者を含む）
　保健師
　 保健師資格を有する満５０歳までの者

　※同一年度、同試験区分での受検はできません。

◇採用試験日時・会場・内容
　平成 27 年１月 25 日（日）　午前９時より　役場２階会議室
　教養試験・作文試験・適性検査・面接
◇申し込み受付け期間
　平成 26 年 12 月 2 日 ( 火 ) ～平成 27 年 1 月 9 日 ( 金 )　※土日を除く
　＊郵送の場合平成 27 年１月９日までの消印有効
◇問い合わせ先
　 役場総務課（65-1111） 

～総務課からのおしらせ～

町からのおしらせ
Information from town 

住民課からのお知らせ　１
［毎月５日はエコライフデー！］
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

活発でやんちゃな末っ子の篤人。大好きな歌を流
すと元気にダンスしたり、お兄ちゃんお姉ちゃんと
じゃれ合って遊びます。我が家はいつも笑顔でいっ
ぱいです。篤人、元気に大きくなってね。
　　　　　　　　　　　　　　　　（父母より）

榊　篤
あ つ と

人くん（湾）
（父　良太・母　幸代）

拓
たくみ

実くん(17歳・左後）・充寿くん（15歳・右後）・
美
み す ず

玲さん（10歳・右前）・智
ともかず

一くん（８歳・左前）

( 父　一敏・   母　智子）

▲
赤
く
色
づ
き
始
め
た

ボ
チ
ョ
ウ
ジ
の
実
。

　

屋
久
島
・
種
子
島
以

南
に
分
布
す
る
ボ
チ
ョ

ウ
ジ
は
、
ア
カ
ネ
科
ボ

チ
ョ
ウ
ジ
属
で
山
地
林

内
に
生
え
る
常
緑
低

木
。
高
さ
１・５
～
３
㍍

に
な
り
、
小
枝
は
丸
く

や
や
太
い
。
液
果
は
球

形
で
５
～
６
㍉
で
、
緑

色
か
ら
黄
変
し
、
の
ち

に
鮮
や
か
に
赤
熟
す

る
。
別
名
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ア
オ
キ
。

今月の花 ～ボチョウジ（リュウキュウアオキ）の実・ツワブキ～

　

今
月
の
広
報
『
き
か
い
』
の

題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、

喜
界
高
校
商
業
科
３
年
Ａ
組
の

３
人
。

　

来
年
の
卒
業
を
控
え
る
3

人
に
将
来
ど
ん
な
大
人
に
な
り

た
い
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
『
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
切
り
替
え
が
で
き
、

み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
る
人
に
な

り
た
い
』、
野
間
さ
ん
は
『
任

さ
れ
た
こ
と
を
き
ち
っ
と
や
り

遂
げ
る
責
任
感
の
あ
る
人
に
な

り
た
い
』、
行
島
さ
ん
は
『
み

ん
な
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人
に
な

り
た
い
』
と
話
し
ま
し
た
。

－今月の題字－

　野球が好きな拓実、サッカーとランニングが好き
な充寿、相撲とバレーが好きな美玲、相撲と野球
が好きな智一。４人の子供達が学業、スポーツを
両立し、それぞれの夢、目標に向かって健やかに
成長してほしい。（父母より）

『
い
』
行
島　

恵
利
さ
ん

『
か
』
野
間　

涼
香
さ
ん

『
き
』
竹
内　

夢
希
さ
ん

ツワブキ

　

滝
川
林
道
に
咲
く
ツ

ワ
ブ
キ
。
ツ
ワ
ブ
キ
周

辺
に
は
約
１
０
０
０
㌔

を
超
え
て
旅
を
す
る
も

の
も
い
る
と
い
う
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。
ツ
ワ
ブ
キ
は
海
岸
か

ら
低
地
の
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
に
咲
く
常
緑
多

年
生
草
木
。
頭
花
は
経

４
～
６
㌢
で
黄
色
い
花

を
咲
か
せ
る
。
若
い
葉

柄
は
煮
て
食
用
に
す
る
。

花
言
葉
は
「
困
難
に
傷

つ
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
。

荒木の元気な勇家４兄弟！

ボチョウジの実
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まだわあさんど

永　東順さん

（大正 12 年生・91 歳・先内）

　

90
歳
を
超
え
て
も
な
お
35
年
間
使
っ
て
い
る
愛
車
・
ト
ラ
ク
タ
ー

を
乗
り
こ
な
し
、
畑
に
出
か
け
る
東
順
さ
ん
。
東
順
さ
ん
は
、
半
世

紀
以
上
農
業
を
続
け
、
未
だ
現
役
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。戦
時
中
は
北
朝
鮮
の
平
壌
に
赴
き
、陸
軍
の
歩
兵
77
連
隊
に
入
隊
。

韓
国
・
釜
山
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
を
経
由
し
て
、
セ
ブ
島
に

赴
任
し
グ
ラ
マ
ン
か
ら
落
と
さ
れ
た
爆
弾
で
左
肩
・
膝
を
負
傷
。「
大

変
な
時
代
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
農
業
を
し
て
と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。
今
回
は
、
庭
に
あ
る
沖
縄
・
奄
美
で
も
珍
し
い
推
定

４
５
０
年
以
上
の
自
慢
の
フ
ク
ギ
の
前
で
取
材
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

生
き
お
れ
ば
縦た

て
よ
こ横

の
絆
あ
り
が
た
く　

師
走
の
風
に
シ
ニ
ア
カ
ー
走
る

木
陰
よ
り
す
ず
め
が
三
羽
顔
を
出
し　

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
眺
め
首
ふ
り
体
操

霜
月
に
大
島
桜
開
花
す
る　

台か

ぜ風
に
葉
を
落
と
し
季と

き

を
混
乱

「
綺
麗
だ
ね
皆
既
月
食
」
遠
距
離
の　

娘
と
共
有
感
激
の
夜

は
な
れ
て
も
思
い
は
同
じ
あ
り
が
た
き　

古
き
友
よ
り
名
産
届
く

年
の
瀬
に
届
き
し
葉
書
手
に
取
れ
ば
悲
し
き
知
ら
せ
我
胸
痛
む

わ
だ
か
ま
る
心
の
中
も
流
し
た
く　

降
り
し
き
る
雨
に
吾
を
鎮し

ず

め
む

簡
素
化
と
思
い
な
が
ら
も
断
ち
切
れ
ず　

世
間
は
付
き
合
い
必
要
な
無
駄

入
院
の
命
の
点し

ず

く滴
賜
わ
り
し　

心
置
き
無
く
名
医
に
委ゆ

だ

ね

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

砂
に
伏
し
砂
に
目
覚
む
る
国く

に
が
み頭

の　

潮し
お
ざ
い騒

寂
し
屋
嘉
の
郷む

ら
あ
と跡

マ
ラ
リ
ヤ
だ
い
や
フ
ィ
ラ
リ
ヤ
だ
と
薄
れ
行
く　

意
識
の
中
に
聞
き
し
潮

し
お
ざ
い騒

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

豊
島　

文
子

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

ル
ー
ニ
ー　

い
ね
子

豊
島　

瞳

佐
東
喜
三
郎

喜 界 町 の 推 計 人 口
（平成 26 年 11月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,474 戸（0）
人 口  ・・・・ 7,437 人 （5）

男   ・・・・ 3,612 人（5)
女   ・・・・ 3,825 人（0）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

福
　
島
　
幸さ

　
希き

（ 

悟 

・
中
　
里
）

浜
　
崎
　
結ゆ

　
心の

（ 

裕 

・
小
野
津
）

峰
　
山
　
恵け
い
た
ろ
う

太
朗
（
奥
恵
喜･

赤
連
）

川
　
野
　
祥
し
ょ
う

　
貴き

（
俊 
一
・
中 

熊
）

赤
　
嶺
　
汰た
い

　
一ち

（
克 

樹
・
赤 
連
）

田
　
原
　
唯ゆ

　
愛あ
ん

（
涼
太･

花
良
治
）

　   
氏
　
　
名    

　（
保
護
者
・
住
所
）

　
　
　
氏
　
　
名
　
　    （
住
所
）

氏
　
　
名
　       （
年
齢
・
住
所
）

　  

氏
　
　
名
　     （
住
所
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

田
　
原
　
涼
　
太
（
花
良
治
）

行
　
　
　
帆
乃
香
（
花
良
治
）

柏
　
木
　
ハ
　
マ

玉
　
　
　
謙
一
郎

前
　
岡
　
和
　
子

林
　
　
　
茂
　
男

吉
　
川
　
廣
　
志

柏
　
木
　
貞
　
治

前
　
岡
　
昭
　
利

（
86
才
・
塩
　
道
）

（
82
才
・
池
　
治
）

（
66
才
・
上
嘉
鉄
）

（
77
才
・
嘉
　
鈍
）

（
79
才
・
花
良
治
）

（
塩
　
道
）

（
上
嘉
鉄
）

納付をお忘れなく！（12 月）
【税】固定資産税第４期　12/25まで
【使用料】12月分簡易水道・下水道使

用料 12/26まで
12月分公営住宅・保育料　1/5まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）

　  

氏
　
　
名
　     （
住
所
）

勝
　
田
　
照
　
男

久
　
保
　
祥
　
夫

佐
　
藤
　
嘉
　
一

埼
玉
県
所
沢
市

神
奈
川
県
秦
野
市

東
京
都
板
橋
区

積
　
山
　
寿
　
久
（
中
　
熊
）

宇
　
都
　
睦
　
子
（
伊
佐
市
）

孝
　
田
　
荘
　
屋
（
上
嘉
鉄
）

重
　
原
　
春
　
菜
（
奄
美
市
）
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島内一周駅伝競走大会ミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成 26 年 12 月 21 日～平成 27 年 1 月 20 日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

コミ・・・・役場コミュニティーホール
子育・・・・子育て支援センター
自然・・・・自然休養村管理センター

10 分 30 秒短縮・躍
進賞小野津チーム

優秀選手賞を受賞
した前底浩千さん

夫婦で襷を繋ぐ

日 月 火 水 木 金 土

12/21 12/22 12/23 12/24 12/25 12/26 12/27

●公民館閉講式・ま

つり【中央公民館

13:30 ～】

● 口 の 健 康 講 演

会（あいうべ体操）

【 コ ミ 17:30 ～

19:00】

● 母 子 相 談
【子育 11:00
～ 12:00】

● 内 科 診 療
【診療所・
～ 26 日】

●終業式【あゆ

み・のぞみ幼稚

園、喜界・早町

小学校、喜界中

学校・喜界高校】

●仕事納め

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3

●年末・年始

休館日

（～１／３まで）

【図書館】

●元旦
●第 33 回元
旦駅伝

●成人式
【自然】

1/4 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9 1/10

●仕事始め ●始業式【あゆみ・
のぞみ幼稚園、喜界・
早町小学校、喜界中
学校・喜界高校】
●団体貸出（各幼稚
園・各保育園・早町
学童・子育て支援）

【 各 施 設 14:20 ～
15:30】

● 体 操 教 室
【 コ ミ 19:00
～ 20:30】

● 体 操 教 室
【コミ 9:30 ～
11:00】

1/11 1/12 1/13 1/14 1/15 1/16 1/17

●鹿児島学習定着度
調査（～１６日）【対
象：喜界・早町小学
校（５年）
喜界中学校（１・２
年）】
● 移 動 図 書 館（1・
2・3 年）第 6 期【早
町 小 学 校 13:00 ～
13:50】

●移動図書館

（4・5・6 年）

第 6 期【早町

小学校 13:00

～ 13:50】

●子育て支援
来館日【図書館
２階】

1/18 1/19 1/20

● 母 子 相 談
【子育 11:00
～ 12:00】

図書館からのおし
らせ

※ 1/28( 水 ) ～
2/6( 金 ) 特 別 整
理期間のため休館
いたします。
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